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航空機所 ポ 株式会社 所 するボ グ式

概 要

航空機所属：エアーニッポン株式会社（ＡＮＫ）に所属するボーイング式７３７－７００型

事故等種類：異常姿勢からの急降下（重大インシデント）

発生日時 ：平成２３年９月６日（火）２２時４９分ごろ

発生状況 ：那覇空港から東京国際空港に向かって 串本の東約６９nm 高度４１ ０００ftを発生状況 ：那覇空港から東京国際空港に向かって、串本の東約６９nm、高度４１,０００ftを

飛行中、副操縦士が操縦室のドアを開けようとして誤って姿勢をコントロール

するスイッチを操作したことから、機体が異常な姿勢になり急降下した。機体の

損傷はなかった。

負傷者等 ：客室乗務員２名が軽傷（搭乗者は計１１７名（乗務員５名、乗客１１２名））
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・重大インシデントの経過と原因
一時的な回復

重大イ シデ 経過 原因

認知

館山VOR/DME(PQE)

東京国際空港

始ま た

１４秒後
再び左
ロール

回復操作開始

ロール-131.7°
誤操作

最大値

始まった
左ロール

ラダートリム

・重大インシデント発生場所・
日時：2011.9.6.22:49(JST)ごろ
位置：串本の東約69nm                
高度：41,000ft

ピッチ-35° 経路変更

最大値

右に３°変針

高度 ,

約 41 000ftマッハ 0.82

正常に飛行

荷重 2.68 G

約 41,000ft

１名で操縦していた副操縦士 （機長は離室中）

イ 誤操作

※最大運用限界速度

※最大荷重倍数限界＝2.5G

最大値

※急降下が収まるまで副操縦士が対応＝それまで機長は入室できなかった

マッハ 0.828

スイッチの誤操作

遅れた誤操作の認知

不適切又は不十分な回復操作

原因最大値 ※何れかがなければ、
急降下には至らなかった
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約 34,700ft 大きく姿勢を崩して急降下した

※最大値はフライトレコーダに記録されていた最大値であり､必ずしも実際の最大値とはならない

急降下が収まった高度
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・スイッチの誤操作
経路変更入力中に機長の入室合図変更 機長

機長を確認しドアを解錠

副操縦士の口述：以前乗務していた機種のドアロック

セレクターの位置にあったラダートリムＳＷを見た上で押
し込むように回した。

経路変更入力
機長の確認

２つのスイッチの類似点

身に付いていなかった配置変更

スイッチの類似点、関連する訓練、実際の操作を分析

操作 記憶操作 記憶

身に付いていなかった配置変更

不適切なタスク管理

誤操作したスイッチ誤操作したスイッチ
操縦とそれ以外の２つのタスクを同時に行った

同機では初めてだった着座状態のドアロックセレクタ－操作

規定していなかった１名で運航を継続する場合の対応
操作の記憶操作の記憶

類似点（配置、形状、大きさ、操作）

操作すべきスイッチ操作すべきスイッチ

機首の変針機首の変針

10cm 、つば付き、つまむ、バネで中立・回す

規定 航を継続す 場

同機のスイッチ配置 以前の乗務機のスイッチ配置

ドアの解錠ドアの解錠

同機のスイッチ配置 以前の乗務機のスイッチ配置
3か月前まで、4年3か月間乗務

乗り換え

差異訓練

誤操作の可能性につ
いて注意がなか た
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同機のドアロックセレクター 同機のラダートリムＳＷ以前の乗務機のドアロックセレクター

十分機能しなかった訓練内容の検討

いて注意がなかった

高度な共通性を確保せずに行った配置変更が乗員訓練に反映されていなかった
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・遅れた誤操作の認知 経路変更直後

飛行状態のモニターで一番大切な計器（ＰＦＤ）

ＡＰの修正が限界を超える 誤操作認知直後

入室しない機長

変化していく機体姿勢の表示（参考）

経路変更のためのＡＰによる動き 必要なロールの後戻るはず

ラダートリムが動かさ
れたが ＡＰが経路

変位する操縦桿

解錠状態を維持したつもりで操作し続ける

れたが、ＡＰが経路
変更を維持しようと
する動き（不自然）

18 mm

18 mm

操作上の類似点

変位するラダーペダル

気が付かなかった操縦室の
様々な変化

ラダートリムＳＷの操作によるラダーの変位
保持 ダ 動く保持 解錠

操作し続けることに違和感を覚えなかった

回して保持するという操作上の類似点

オ トパイロ トに依存し 不十分だ

保持＝ラダー動く保持＝解錠

オートパイロットに依存し、不十分だっ
た飛行状態を監視する意識

※シミュレーターによる確認
・６秒で誤操作を認知していればＡＰの修正だけで十分であるので、

気が付いた時点でラダートリムＳＷを逆方向に操作して回復可能であった。
・ラダートリムＳＷを操作している時間が短いほど変位するロール角が浅くなり、

１名で操縦中はいつもに増して飛行状態を監視する
などの安全教育を受けていなかった
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ラダ トリムＳＷを操作している時間が短いほど変位するロ ル角が浅くなり、
ロールさせる力も弱いためホイールによる回復が容易であった。 規定していなかった１名で運航を継続する場合の対応

誤操作の認知が遅れたことで異常姿勢になったと考えられることから分析した。
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・不適切又は不十分な回復操作

※シミュレーターによる確認
・ラダートリムＳＷを１２秒間操作した本事案と同じ状況下で、

５０度以上ロールした状態からでも急降下に至らず確実に回復できた。

不適切又は不十分な回復操作の可能性があったことから分析した。

実際の回復操作

ホイールを右に
大きく操作

ホイール、コラム、ラダーペダルに加えら
れていた力が同時に緩み、ホイールを逆
方向（ＣＣＷ）に操作した

失速警報が作動

-80°をピークに より適切な回復操作

驚きと混乱

ロール角が回復

ホイールを中立位置
を超えるまで

左に急激に操作

より適切な回復操作

ホイールをロール角
の回復に合わせ

左に操作

高高度における失速警報を
伴った異常姿勢からの回復訓
練を受けていなかったこと

-50°まで回復した
ロールが再び増加

ラダートリムＳＷを右

ほぼWING LEVEL
に姿勢を回復

予期しないで発生する異常姿
勢からの回復訓練を受けてい
なかったこと

不十分だった異常姿勢からの回復訓練（定期訓練）

・異常姿勢が予期されていた←「目を閉じて下さい」

高高度での姿勢回復操作は、失速状態や速度超過に
陥りやすい。

ラダ リ を右
（ラダーを戻す方向）に操作

ホイールを右に十分
操作しなかった

右ラダーペダルの
緩やかな踏み込み

合わせてホイールを
緩やかに中立位置

に戻す操作 異常姿勢が予期されていた←「目を閉じて下さい」
・失速警報（スティックシェーカー）を伴っていなかった。
・高高度で実施していなかった。最大-131.7°まで

ロール角が増加

急降下
ラダートリムＳＷを右

に操作
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：不適切な操作 ：不十分な操作

に操作
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・実施済みの再発防止策

1. スイッチの誤操作と遅れた認知

(1) 操縦室に1名になる場合の留意事項の制定･配布 （ＡＮＫ及びＡＮＡグループ）
Ａ は れらの留意事項を規定化したが その規定はＡ Ａグル プに継承されなか た Ａ Ａグル プではほぼ同様の留意事項に いて

(2) 確実なスイッチ操作に係る訓練の充実、
及び誤操作しやすいスイッチの認知に係る訓練の追加 （ＡＮＡグループ）

ＡＮＫはこれらの留意事項を規定化したが、その規定はＡＮＡグループに継承されなかった。ＡＮＡグループではほぼ同様の留意事項について
機関誌で紹介し、運航乗務員が操縦室内に１名となった場合には機体の操縦に最大限の注意を払うことを規定化した。

(3) 誤操作しやすいスイッチの認知に係る施策の水平展開 （ＡＮＡグループ）

確実なスイッチ操作を定期訓練、定期審査における重点的な指導項目とした。差異訓練項目に当該スイッチを誤操作しやすいとして追加した。

全機種を対象に誤操作の可能性があるスイッチについて調査し、結果を機関誌で周知した。

2 不適切または不十分な回復操作

(4) 運航乗務員の訓練･審査の内容を決定する仕組みの充実 （国土交通省航空局）
差異訓練について、ＦＡＡで用いているようなＯＤＲテーブルの仕組みを参考とし、申請者が作成する差異が明確になるような資料により審査する
こととした。

2. 不適切または不十分な回復操作

(1) 事例による基本動作の教育の充実 （ＡＮＡグループ）
視覚教材を利用して本事例を紹介し、基本動作の教育を行った。

(2) 高高度での異常姿勢からの回復に係る訓練の準備 （ＡＮＡグループ）
国際標準になりつつある、高高度での異常姿勢からの回復訓練に係る情報収集を行い準備している。
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・今後必要な再発防止策と勧告

1. スイッチの誤操作と遅れた認知

○制御スイッチの機種間の共通性･類似性に係る対策の検討＜ＦＡＡに安全勧告＞

スイッチの形状･大きさ･操作上の類似性を低減又は解消する必要性について検討するよう
ボーイング社を指導する。

○１名で運航を継続する場合の基本事項の徹底とその教育＜ＡＮＡに勧告＞

ＡＮＫが実施した再発防止策を具体的かつ恒久的な基本的遵守事項として徹底させ､継続
的に教育していく。

2. 不適切または不十分な回復操作

○高高度における失速警報等を伴った異常姿勢からの回復訓練、及び予期しな
いで発生する異常姿勢からの回復訓練の実施＜ＡＮＡに勧告＞

○異常姿勢からの回復訓練の実施に係る航空運送事業者の指導
＜国土交通大臣に勧告＞
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